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み
ん
な
で
知
ろ
う

　
　
　
　

   

認
知
症

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
認
知
症
の
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で
、
未
だ
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
認
知
症
の
人
に
は
ど
う

接
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
不
安
に
な
っ
た

り
、「
も
し
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」
と
い
う
悩
み
を
持
つ
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の
応

援
者
と
な
り
、
地
域
で
支
え
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
つ

か
ん
で
も
ら
う
た
め
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時
◆
９
月
21
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

場
所
◆
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ザ
４
階 

ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル

対
象
◆
町
内
在
住
で
、
認
知
症
の
こ
と
に
関
心
の

あ
る
人
（
介
護
経
験
の
な
い
人
も
歓
迎
）

内
容
◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

定
員
◆
50
人
程
度

参
加
費
◆
無
料

申
し
込
み
◆
不
要
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

法
務
局
海
田
出
張
所
を
廃
止
し
ま
す

○
統
合
先

　

広
島
法
務
局

　

〒
７
３
０
―

８
５
３
６

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
―

30

　

な
お
、
統
合
に
併
せ
て
次
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

○
法
務
局
登
記
証
明
コ
ー

ナ
ー

場
所
◆
安
芸
区
役
所

開
設
日
時
◆
毎
週
月
～
金

曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
９
時
～
16
時
30

分
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

取
扱
事
務
◆

全
国
の
土
地
・
建
物
や
会

社
・
法
人
の
登
記
事
項
証

明
書
、
会
社
・
法
人
の
代

表
者
の
印
鑑
証
明
書
の
発

行○
登
記
相
談
所

場
所
◆
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ザ

開
設
日
時
◆
10
月
以
降
の

毎
月
第
３
水
曜
日　

10
時

～
15
時
（
12
時
～
13
時
を

除
く
）

　

広
島
法
務
局
海
田
出
張
所
は
、
平
成
24

年
９
月
14
日（
金
）を
も
っ
て
廃
止
し
、
９

月
18
日（
火
）に
広
島
法
務
局
本
局
に
統
合

し
ま
す
。

広
島
法
務
局

☎
2
2
8 
― 
5
2
0
1

長
寿
保
険
課
　
☎
8
2
3 
― 
9
6
0
9

　
　
　
　
　
　
5
8
2
3 
― 
9
6
2
7

　

第
２
号
被
保
険
者

（
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
配
偶
者
は
、
第
３

号
被
保
険
者
と
し
て

国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。加
入
手
続
き
は
、

第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
経
由
し
て

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金

保
険
料
は
、
第
２
号

被
保
険
者
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
が

負
担
し
ま
す
の
で
、

自
ら
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
第
３
号
被
保
険
者

に
該
当
し
た
と
き

の
届
け
出
以
外

に
、
第
２
号
被
保

険
者
が
転
職
や
退

職
し
た
と
き
や
、

住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
に
も

届
け
出
が
必
要
で

す
。

国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
に
つ
い
て

こんなとき 本人の変更後の種別 届け出先
・配偶者である第2号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第2号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第2号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第2号被保険者が65歳になったとき

第３号⇒第１号 役場

・本人（第3号被保険者）が就職して厚生年金や共済組合に
加入したとき 第３号⇒第２号 本人の勤務先

・配偶者である第2号被保険者が転職などで加入する被用者
年金制度が変わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

第３号⇒第３号（種別は変わり
ませんが、届け出は必要です。） 配偶者の勤務先

・本人の住所が変わったとき ――――――― 配偶者の勤務先

  

ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
対

象
者
に
祝
品
・
祝
金
を
贈
呈
し

ま
す
。

【
敬
老
祝
品
】

対
象
◆

　

平
成
24
年
８
月
１
日
に
町
内

に
居
住
し
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に

75
歳
以
上
に
な
る
人
（
た
だ

し
、
配
送
日
ま
で
に
転
出
し
た

人
は
除
き
ま
す
）

祝
品
◆
味
付
海
苔

配
送
時
期
◆
９
月
中
旬

【
敬
老
祝
金
】

対
象
◆

　

平
成
24
年
８
月
１
日
に
町
内

に
居
住
し
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

に
、
77
歳
、
88
歳
、
 
歳
以
上

に
な
る
人

祝
金
の
額
◆

　

77
歳　

５
千
円

　

88
歳　

１
万
円

　

 
歳
以
上　

３
万
円

９
月
10
日
～
16
日
は

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

　
　
　
　
　
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び
、
都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
虐
待
や
差
別
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
援
助
す
る
人
権
相
談

所
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
10
日（
月
）か
ら
16
日（
日
）ま
で
を
、
全
国
一
斉
強
化
週
間
と
し
、

同
週
間
中
は
、
広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お

い
て
も
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
時
間
：
９
月
10
日（
月
）～
14
日（
金
）　

８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　
　

９
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）　

10
時
～
17
時

問
い
合
わ
せ
：
広
島
法
務
局
人
権
擁
護
部
☎
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8
2
ー

2
2
8
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5
7
9
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「
共
に
働
く
」
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
～
９
月
は
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
～

　

９
月
は
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
で
す
。
障
が
い
者
が
安
心
し
て
働
く
た

め
に
は
、
事
業
主
や
職
場
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
障
が
い
者
が
自

ら
の
能
力
を
活
か
し
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
共
に
働
く
」
社
会

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

発
達
障
害
福
祉
月
間

～
９
月
は
発
達
障
害

　
　
　
　
福
祉
月
間
で
す
～

　

発
達
障
害
と
は
、
広
汎
性
発
達
障
害

（
自
閉
症
な
ど
）、
学
習
障
害
、
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
な
ど
、
脳
機
能
の
発
達

に
関
係
す
る
障
害
で
す
。
他
人
と
の
関

係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
て
も
苦
手
で
す
が
、
優
れ
た
能
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
周
り

か
ら
見
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
よ
う
す
が

理
解
さ
れ
に
く
い
障
害
で
す
。
本
人
の

努
力
不
足
、
愛
情
不
足
、
育
て
方
の
問

題
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
発
達
障
害
の
人
た
ち
が

個
々
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の
中
で

自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
の

「
気
づ
き
」
と
「
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
」、

そ
し
て
私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必

要
で
す
。
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高
齢
者
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ご
長
寿

　
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

広
島
南
年
金
事
務
所
　
☎
2
5
3
― 
7
7
1
0
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